
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 今年の 10 月からは、第一子目から 3 歳から

5 歳児のお子さんの保育料等が無料になります。 

私は平成 27 年 9 月の平成 27 年第 3 回定

例議会の一般質問において、魚沼市の子育て支

援策として、小学校入学前 3 年間の幼児教育の

無償化を国に先行して実施するよう提案しまし

た。当時の市長は、私の提案には否定的な答弁

でありましたが、現在の市長は第 2 子以降の保

育料無償化を公約に掲げ、現在魚沼市は第 2 子

以降の保育料等は未満児も含め国に先行して無

償化を実施しています。 

１０月から国の政策となるため、その分の財

源は、更に魚沼市の子育て支援が充実するよう

に訴えてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 現在骨髄バンクを介して移植を希望してい

る患者は、全国で約 3,500 人。骨髄移植には患

者とドナーの間で白血球の形、ＨＬＡの適合が

不可欠である。しかしながら、ＨＬＡ型が一致

しても移植に至らないケースがある。骨髄移植

には平均で３泊４日の入院のほかに、入院前に

行う健康診断などを含めて、合わせて７日間程

度の日数がかかり、会社で休業補償がないなど、

ドナーに係る負担が重いことでドナーになりた

くてもなれない人がいる。命のボランティアを

支援する取り組みである骨髄ドナー助成制度を

立ち上げるべきと考えるが市長のご見解を問う。 

答 ドナーになる意思があ 

ってもドナーになれない状 

況があり、それが金銭的な 

負担を要因とするのであれ 

ば、ボランティアであって 

も命をつなぐ大切な役割と 

考え、助成制度について検 

討を始める。 

 

 

 

 

問 佐藤市長は市長選にあたり、堀之内病院が

なくなることの喪失感を理解し、教育委員会は

当分の間移転しないことを掲げて、堀之内地域

の多くの住民の賛同を得て当選した。 

 未だに、堀之内病院の代替案は出来上がって

いない。市長の任期は後 2 年を切った。一日も

早く社会福祉協議会と協議し、堀之内医療セン

ターの診療所機能を療養病床病棟の１階に移し、

旧堀之内病院を解体し、そこを特養の設置場所

とする案を早急にまとめる考えはないか。 

答 今後堀之内医療センターを核とした地域の

医療、介護の拠点としてどのような施設整備が

適当なのか引き続き検討はしていきたいと思っ

ている。 

問 魚沼市立地適正化計画では、地域に必要な

都市機能を整備する「都市機能誘導区域」に「小

出市街地」と「堀之内市街地」を設定している。

堀之内市街地を「都市再生整備計画事業」対象

から除いた理由は。 

答 堀之内市街地は平成 20 年度から 24 年度

にかけて都市計画道路等の整備や地域コミュニ

ティの支援等の事業を完了している。31 年度

の事業は新庁舎への移転を契機として新庁舎周

辺を含めた小出市街地のまちづくり構想を策定

するもの。 

問 1 カ所しか申請ない訳ではない。今後の堀

之内市街地の計画もなく、病院の機能もなくな

り、教育委員会も新庁舎に移転するのでは喪失

感は回復できない。まちづくり構想を小出と堀

之内を一緒に考えていくべきではないか。市長

はどう考えているのか。 

答 堀之内地域については、今の段階では担当

課では堀之内が終わったので小出地域に傾注し

たと言うことだと思う。堀之内地域も並行して

都市再生整備計画事業に加えていく必要も出て

くるかと思うので、しっかりと見届けながら、

地域の皆さん方と話合いながらいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
新天皇の即位により、令和元年が始まりましたことを 心よりお祝い申し上げます。 

 

 

 
 

平成 31 年 3 月 19 日、平成 31 年度魚沼市一般会計の予算を可決しました。 

新年度の一般会計予算は、前年度比 3.9％増の 288 億 5,000 万円です。また、

特別会計（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、工業団地造成事業）の予算総

額は、前年度比 1.2%減の 100 億 6,500 万円、企業会計（病院事業、ガス事業、

水道事業、下水道事業）の予算総額は、前年度比 4.3％減の 85 億 6,200 万円です。

これら魚沼市全会計の予算総額は、前年度比 1.2%増の 474 億 7,700 万円です。 

今回の予算は、10 月からの消費税率引き上げによって充実が図られる幼児教育の

無償化のための予算や、介護保険料の低所得者に対する保険料軽減、キャッシュレス

化対応促進補助金などが盛り込まれた予算となっています。 

魚沼市議会議員 渡辺 一美  
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平成 31 年第 1 回(2 月)定例会報告(会期 2 月 21 日～3 月 19 日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒946-0075 

  魚沼市吉田 280-4 

    Tel 025-792-4791 

     fax     792-5883 

10 月 1 日から、 ３歳から５歳までの子供たちの幼稚園、  

保育所、認定こども園などの利用料が無償化されます。 

 

２月定例会 一般質問 

骨髄ドナーの確保と 

ドナー助成制度の導入について 

堀之内病院の廃止代替案と 

堀之内地域のまちづくりについて 

 

再質問で市長より、堀之内市街地も「都市

再生整備計画事業」に並行して加えていく必

要性が出てくる可能性もあるとの答弁を引き

出すことができました。 

【都市機能誘導区域とは】 

地区の中心となる駅、バス停留所や公共施

設から徒歩、自転車で容易に回遊することが

可能で、医療・福祉・商業等の都市機能を都

市の中心拠点や生活拠点に誘導し集約するこ

とにより、これらの各種サービスの効率的な

提供を図る区域として設定するものです。 
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